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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
原
油
価
格
が
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
も
の
の
依
然
と
し
て
経
済
状
況
は
低
迷
を
続
け
ま

し
た
。

　

政
治
的
に
は
、
衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
が
大
勝
し
、
本
格

的
政
権
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
算
や
政
策
内
容
を
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
是
非
、
地
方
自
治
体
に
十
分
光
を
当
て
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
わ
が
町
は
、
待
望
の
新
庁
舎
が
完
成
し
、
九
月

二
十
四
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

峰
浜
庁
舎
焼
失
後
約
三
年
間
、
分
散
し
な
が
ら
業
務
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
庁
舎
環
境
の
中
で
、

町
民
の
期
待
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
当
町
の
名
誉
町
民「
日
沼
賴
夫
博
士
」が
文
化
勲
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
で
は
、
五
十
四
年
振
り
二
人

目
の
快
挙
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
夫
々
、
百
三
十
年
を
超
え
る
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
た
八
森
地
区
の
三
小
学
校
が
、
新「
八
森
小
学
校
」と
し

て
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
あ
わ
せ
、
わ
が
町
の
小
・
中
学
生
は
、
昨
年
も
全
国

学
力
学
習
調
査
に
お
い
て
、
全
国
上
位
の
成
績
を
挙
げ
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
八
年
ぶ
り
に
無
火
災
を
達
成
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
町
民
皆
様
の
ご
協
力
は
も
と
よ
り
、
日
頃
か
ら

の
消
防
団
の
活
動
や
八
峰
消
防
署
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
自
殺
予
防
活
動
が
町
民
の
理
解
も
深
ま
り
、

昨
年
、
峰
浜
地
区
の
自
殺
者
が
皆
無
と
い
う
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
難
し
い
日
本
の
政
治
経
済
状
況
の
中
で
、
国
の
経

済
対
策
に
呼
応
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
地
元
の
企
業
活
動

や
消
費
活
動
に
繋
が
る
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
も
引
き
続
き
地
場
産
業
の
強
化
と
新
し
い
産
業
を
育
成
し

な
が
ら
、
ど
う
雇
用
を
拡
大
し
て
い
く
か
が
最
も
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
は
、「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

や「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」の
新
政
策
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
持
続
で
き
る
農
業
に
資

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
に
は
、
上
下
水
道
事
業
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
今
春
、
塙
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事

業
が
一
部
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
本
施
設
の
早
期
完
成
と

集
合
処
理
対
象
外
地
域
の
合
併
浄
化
槽
事
業
の
早
期
着
手
で

あ
り
ま
す
。
水
道
施
設
で
は
、
観
海
地
区
の
施
設
全
般
の
改

修
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　

又
、
合
併
協
議
の
時
か
ら
、
先
送
り
さ
れ
て
き
た
上
下
水

道
料
金
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
旧
町
村
で
の
違
い

を
調
整
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
ポ
ン
ポ
コ
山
の
公
園
整
備
で
あ
り
ま
す
。

　

経
営
体
制
の
見
直
し
か
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
の
休
止
等
を
措

置
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
公
園
機
能
の
強
化
と
整
備
を
今

年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
、
年
次
計
画
で

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
体
験
型
観
光
の
体
系
化
や
新
幹
線
青
森
駅
延
伸

に
伴
う
西
海
岸
へ
の
誘
客
の
課
題
、
少
子
高
齢
化
で
直
面
し

て
い
る
福
祉
課
題
、
持
続
で
き
る
八
峰
町
の
行
財
政
基
盤
の

確
立
等
々
今
年
も
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
政
権
は
、
地
域
主
権
を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
町
づ
く
り
は
、
よ
り
自
己
決
定
、
自
己
責
任
が
強
調
さ
れ
、

自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
と
い
う
気
概
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
満
四
年
目
を
迎
え
る
八
峰
町
で
す
が
、

町
民
と
十
分
対
話
し
な
が
ら
協
働
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
町
民
皆
様
が
ご
健
勝
ご
多
幸

で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

2010年の新春を迎えて
八峰町長 加 藤 和 夫

八
峰
町
消
防
団
出
初
式

１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
団
出

初
式
が
行
わ
れ
、
町
内
15
分
団
の

団
員
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
旧
八
森

庁
舎
前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町

長
ら
の
観
閲
を
受
け
た
あ
と
、
八

森
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
る
式

典
に
出
席
。
式
典
で
は
、
加
藤
町

長
が「
昨
年
は
、
８
年
ぶ
り
に
無

火
災
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
消
防
団
や
八
峰
消
防
署
の

皆
様
が
防
火
意
識
を
高
め
る
継
続

的
な
啓
蒙
活
動
や
予
防
活
動
を
展

開
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
実
を

結
ん
だ
も
の
と
、
深
く
感
謝
し
ま

す
。
今
後
も
安
全
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
よ
り
一

層
消
防
力
の
充
実
強
化
に
努
め
ま

す
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
笠
原
団
長
は「
団
員
の
高
齢

化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
よ
る
昼

間
戦
力
の
低
下
や
後
継
者
不
足
な

ど
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
層

魅
力
あ
る
消
防
団
作
り
に
努
め
ま

す
。」と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し

て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
、
ま
た
、

消
防
協
力
者
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
、
第
７
分
団
の
分
団
長
本
多

金
雄
さ
ん
が「
郷
土
愛
の
精
神
を

持
っ
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
誠
心
誠
意
奉
仕
す
る
こ
と
を

固
く
誓
い
ま
す
。」と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

最
後
は
団
員
全
員
で
万
歳
を
三

唱
し
、
無
事
故
、
無
火
災
を
誓
い

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

第
５
分
団　

副
分
団
長　

伊
勢　

知

第
７
分
団　

分
団
長　

本
多
金
雄

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

本　
　

団　

副
団
長　

佐
々
木
隆

第
12
分
団　

副
分
団
長　

山
内　

勉

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

本
部
分
団　

団　

員　

鈴
木
清
美

第
１
分
団　

副
分
団
長　

鈴
木
金
藏

第
１
分
団　

班　

長　

笠
原
則
男

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

本
部
分
団　

団　

員　

菊
地　

進

第
１
分
団　

班　

長　

阿
部
幸
樹

第
３
分
団　

分
団
長　

長
門
博
英

第
４
分
団　

班　

長　

鈴
木
忠
之

第
５
分
団　

班　

長　

川
尻
一
雄

第
７
分
団　

班　

長　

神
馬
秋
雄

第
９
分
団　

班　

長　

本
庄
尚
哉

第
12
分
団　

団　

員　

畠
山
正
夫

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

本
部
分
団　

団　

員　

堀
内
和
人

第
１
分
団　

団　

員　

阿
部　

巧

第
５
分
団　

団　

員　

佐
藤
浩
則

第
５
分
団　

団　

員　

福
士
保
洋

第
６
分
団　

団　

員　

今
井
克
典

第
８
分
団　

団　

員　

藤
嶋　

誠

第
８
分
団　

団　

員　

佐
藤
正
孝

第
12
分
団　

班　

長　

山
本　

実

第
13
分
団　

団　

員　

藤
田　

章

第
14
分
団　

団　

員　

後
藤　

学

第
15
分
団　

団　

員　

金
谷
昭
男

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

第
３
分
団　

団　

員　

佐
藤　

裕

第
４
分
団　

団　

員　

田
村　

豊

第
８
分
団　

団　

員　

後
藤　

豊

第
９
分
団　

団　

員　

菊
地
敏
広

第
９
分
団　

団　

員　

佐
藤
祐
介

第
11
分
団　

団　

員　

山
本
正
春

第
13
分
団　

団　

員　

田
中
洋
輔

第
13
分
団　

団　

員　

工
藤
雅
樹

第
15
分
団　

団　

員　

岩
城　

豊

第
15
分
団　

団　

員　

金
谷
将
博

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
５
分
団　

団　

員　

芦
崎
和
弘

第
５
分
団　

団　

員　

米
森
貞
信

第
６
分
団　

団　

員　

金
平
康
弘

第
９
分
団　

団　

員　

袴
田
勇
樹

第
10
分
団　

団　

員　

工
藤
欽
也

第
13
分
団　

団　

員　

庄
内
達
也

【
３
年
精
勤
章
】

第
１
分
団　

団　

員　

田
村　

薫

第
２
分
団　

団　

員　

名
畑
有
紀

第
２
分
団　

団　

員　

銭
谷
祐
将

第
２
分
団　

団　

員　

田
口
一
忠

第
５
分
団　

団　

員　

米
森
智
明

第
５
分
団　

団　

員　

米
森
雄
大

第
８
分
団　

団　

員　

千
葉　

一

第
８
分
団　

団　

員　

後
藤
正
明

第
８
分
団　

団　

員　

武
田
雅
美

第
９
分
団　

団　

員　

中
山
秀
樹

第
９
分
団　

団　

員　

鈴
木
哲
哉

第
14
分
団　

団　

員　

工
藤
康
司

第
14
分
団　

団　

員　

工
藤　

景

第
15
分
団　

団　

員　

佐
々
木
重
光

第
15
分
団　

団　

員　

須
藤
正
敬

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る

　

記
念
品
授
与
及
び
感
謝
の
言
葉

水
沢
小
学
校
区　

水
沢
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
区　

塙
川
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区　

八
森
小
学
校
警
火
団

HAPPY NEW YEAR 2010


